
クラウド型IoT遠隔漏水監視システム

リークネッツセルラー

危機管理体制の強化

事故リスクの低減
災害時などの復旧
活動の迅速化

予防保全型の維持管理

効果的な資産管理
(長寿命化)

ライフサイクルコスト低減

業務効率化と
配水の最適化に寄与

毎日の点検
省力化

経営の改善

サービスの向上

安定した水供給
異常発生時の早期対応

水道施設の予防保全や長寿命化に寄与し、安心安全な水の安定供給に貢献

クラウド型IoT遠隔漏水監視システム

リークネッツセルラー



リークネッツセルラー LNL-Cの採用実績

政府も社会インフラ分野のDX導入を推進

全国で
採用拡大中

(2025年11月時点実績)
お客様からの声

継続的な監視により重大事故に繋がる前に確認
できることは、安心安全な水の提供に繋がって
います。

監視により重要なエリアに漏水は無いと確認で
きたので安心感があります。

監視によって得られたデータは蓄積できるので、
漏水兆候の把握や早期発見に繋がるほか、管路
更新の優先順位を決めるツールになりうると思
います。

採用事業体数

95
事業体

岸田元総理が豊田市を訪問、水道DXを「5年で標準化」と発表

2024年7月

石破前総理が、八潮市の下水道事故を受け、上下水道の漏水検知などの
デジタル技術を「3年程度」で全国に導入指示

2025年2月

DX技術導入率50％(中間目標)を目指し、全国の自治体導入が加速

2027年度目標

全国導入100％達成、水道インフラの完全デジタル化を実現

2029年度目標

国土交通省「上下水道DX技術カタログ」を策定

2025年3月
LNL-C
掲載情報

デジタル庁「デジタル地方創生サービスカタログ」公表

2025年4月

国土交通省「DXを用いた漏水調査導入の手引き」を策定

2025年6月
福岡市の導入事例の中で
LNL-Cが紹介されました。

累計監視箇所数

5,000
箇所以上

監視ご採用箇所

1.主要/横断道路
2.老朽管
3.漏水多発管路
4.その他

48 ％

20 ％
15 ％
18 ％

LNL-C
掲載情報



漏水事故防止事例 ①

事故リスクの高い管路に高感度センサを設置し日々監視を行うことで、点検頻度が上がり、またシステムが漏

水の兆候を早期に捉えることで迅速な現場対応が可能となります。

リークネッツセルラーは、大規模な事故を防ぐ上で大きな力を発揮できるシステムです。

広島県広島市 様

導入背景

2023年G7サミット開催時に
警護により調査が不可能な要
人通行道路の老朽管路20箇
所の監視を試験導入

「遠隔漏水監視システムは漏水の兆候を早期検知し、現地調査を迅速に行えるため、地下漏

水の早期発見につながる有効な手段だと考えています。今後はポリエチレンスリーブ未使用

のダクタイル鋳鉄管も一部対象に加え、重要管路の監視体制を一層強化していく方針で

す。」

お客様の声

出典：外務省 G7HIROSHIMA 2023 websiteより

成果

サミット開催直前、主会場へ
の配水管路で毎分50ℓの突
発漏水を検知。地表漏水に至
る前に修繕完了

現在

2024年本格導入
老朽管を中心に

104箇所監視中

引用元：ウォーターサイド21 No.116,119、水道産業新聞第5868号



漏水事故防止事例 ②

和歌山県岩出市 様

導入背景

令和4年
送水管漏水による大規模な濁
水が発生、苦情対応に苦慮

「以前の漏水調査では、漏水が発生してから、修繕に当たる対応をとっていました。リーク

ネッツセルラーにより24時間監視を行うことにより、漏水が起き始めたばかりの、被害が顕

現しない段階で対応が取れるようになりました。」

お客様の声

設置箇所

令和5年度
漏水リスクの高い送水管10
箇所・配水管71カ所
計81箇所

現在

微小漏水の段階で８回検知
地表漏水を伴う漏水事故を
未然に防止。

配水管監視 送水管監視

福島県郡山市 様

導入背景

令和3年
国道の交差点で配水管の漏水
が発生し、復旧対応に苦慮

リークネッツセルラーを使った監視の採用で巡回点検の箇所数が減り維持管理の効率化が図

れました。今後は県道、幹線市道、一級河川横断部などへの監視対象拡大。流量観測システ

ム等との一元化、漏水履歴の蓄積と管路更新計画への反映などを検討しています。

お客様の声

設置箇所

令和5年度
国道・鉄道・高速道路横断部
に計38箇所設置
令和6年 計45箇所に増設

成果

・高速道路の跨道橋直近の漏
水を検知
・監視路線周辺の給水管漏水
の検知

漏水箇所

ルート：DIP150-SP150
漏水までの距離：27m

センサ設置
(仕切弁筐内)

漏水箇所 現地調査
(漏水確定)

修繕実施アラート通知

漏水事故防止事例 ③

引用元：ウォーターサイド21 No.118

⇒事故を未然に防止



監視事例と漏水検知ケース

災害発生後、給水管及び配水管の
2箇所の漏水を早期発見

災害発生時の早期検知

＜設置情報＞

管種：DCIP 口径150mm 設置箇所：国道下の配水管仕切弁

漏水発見修繕後に監視を継続し
給水管の復元漏水を発見

復元漏水の監視

＜設置情報＞

管種：DCIP 口径100mm 設置箇所：住宅街の配水本管仕切弁

約300m離れた先の給水管の漏水を発見

長距離検知

＜設置情報＞

管種：DCIP 口径100mm 設置箇所：国道下の配水管仕切弁

口径800mmの漏水(模擬漏水)を
監視センサで検知

中大口径管路の異常検知

＜設置情報＞

管種：DCIP 口径800mm 設置箇所：軌道沿い配水本管の空気弁

交通量の多い国道沿いの管路監視

＜設置情報＞

管種：DCIP,GP,VP 設置箇所：国道沿いの配水管

慢性的に渋滞が発生する道路沿いにて漏水を発見

漏水確認
修繕

昼夜で水使用が止まらない繁華街での
長期監視による経時変化とAI判定にて漏水を発見

音聴調査が困難な場所での長期監視

＜設置情報＞

漏水箇所：アーケード歩道内給水管

異常検知
漏水箇所
特定

修繕



WEBアプリ表示機能 － ユーザーインターフェースがさらに向上！ －

設置場所リスト

設置している監視装置をリスト形式で一覧表示

地図

設置している監視装置を地図上にプロット表示

判定結果
設置している監視装置の状態を色別で表示

Googleストリートビュー表示

マップの人型アイコンよりストリートビュー表示が可能

アイコンの強調表示

選択した設置箇所が地図の中央に点滅して表示

地図表示の固定

スクロール時に固定させるか、連動して動かすか選択可能

レイアウト表示変更

地図、詳細情報、設置箇所リストの並べ替えが可能

AI劣化診断からの管路監視

＜設置情報＞

設置箇所：軌道下や国道等を横断する配水管の仕切弁

漏水多発エリアの監視により複数箇所の漏水を発見

漏水多発エリアの管路監視

＜設置情報＞

管種：DIP 口径75～150mm 設置箇所：住宅街

漏水リスクが高いと予測された管路の継続的な監視と
状態把握により予防保全型の維持管理を実現

異常検知

修繕

異常検知

漏水箇所
特定

特長



その他機能

SNSによる情報共有 －早急な漏水修繕手配を可能に－

ファイリング機能 － 写真やデータファイルを設置ロガごとに紐づけ －

本システムではLINEアプリケーションによるPUSH通知を採用しているため、いつでもどこにいても、漏水が発生

したことを登録済みのLINEグループにてメンバー全員に同時に通知可能です。

現場情報（被害状況・漏水箇所等）、対応状況、作業状況を確認でき、早急な漏水修繕手配が可能となります。

アラートをPUSH通知

グループ内で即時情報共有

写真やデータファイルをアプリ上で共有し閲覧することが可能です。設置ロガーごとにデータが紐づけられ、設

置箇所の管路図や竣工図もアプリで確認できますので、即座に確認調査が行えます。漏水発見後は、漏水

データを登録し、データを蓄積することで将来的な漏水分析の一助となります。

特定の日付にてメンテナンス報告書の登録が可能です。設置ロガーごとに対応履歴を残すことができ、現場情

報（被害状況・漏水箇所等）、対応状況、作業状況等の情報共有が容易になります。

※プレミアムプランに標準搭載されております。

メンテナンス報告機能 － 特定の日付にて登録が可能 －



AI判定について

AI判定効果事例

からぶりの低減

「経過観察」から「漏水なし」と判定できたことで無効稼働数を減らし、業務効率化に寄与

「経過観察」判定

自動判定 ハイブリッド判定

「漏水」判定

見逃しの回避

「経過観察」から「漏水」と再判定できたことで、漏水の見逃しを回避

従来の判定方法にAI判別モデルを融合したハイブリッド判定を採用

従来のアルゴリズムだけでは困難であった

漏水の『からぶり』 や『見逃し』  を低減することが可能

※『からぶり』・・・漏水判定となり確認調査を実施したが、漏水発見できなかったため、誤判定と判断されたケース

※『見 逃 し 』・・・漏水判定ではなかったため確認調査を実施しなかったが、実際には漏水であったケース

水道管や水道設備は様々な状況下で敷設されているため

センサで検知する漏水音だけではなく、設置箇所や周囲環境に大きく依存します

ハイブリット判定によって判定精度向上

各監視箇所の定常状態(漏水なし)を学習させることで

平常時からの異常変化を検知可能な、

現場環境や地域特性に合わせたアルゴリズムを使用しています。

※ ※

※プレミアムプランに標準搭載されております。







ウォーターサイド21 No.118



ウォーターサイド21 No.119
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